
 
国道 33 号 高知西バイパス「鎌田 IC～波川」間の 

開通日の発表に対する知事コメントについて 

 

 
本日、国土交通省から、国道 33 号高知西バイパス「鎌田 IC～波川」間

が 12 月 4 日（土）に開通するとの発表がありました。 

これにより、高知市鴨部からいの町波川までを結ぶ延長 9.8ｋｍ区間が

全線開通することになります。 
このことは、国土交通省や大切な土地をご提供いただきました地権者の

皆さまをはじめ、関係者の皆さまのご尽力の賜物であり、深く感謝申し上

げます。 
今回の全線開通は、いの町市街地での交通混雑の緩和を図り、円滑な通

行の確保につながるのみならず、南海トラフ地震発生時においても、信頼

性の高い緊急輸送道路が確保されることとなり、地域防災力の向上に大き

く寄与するものです。 
また、仁淀川流域において取り組まれております、奇跡の清流仁淀川に

おける自然体験型観光や、地域の特産品の販路拡大を大きく後押しするな

ど、経済面においても効果は大きく、大変うれしく思っております。 
加えて、本県がアニメ映画「竜とそばかすの姫」の舞台のモデルとなり、

聖地巡礼などによる仁淀川流域への観光客の増加が見込まれるなか、今回

の開通によるアクセス性の向上は、誘客のさらなる後押しになるものと、

大いに期待するところです。 
県としましても、国道 33 号の整備が着実に進められるよう、引き続き、

関係者の皆さまと一体となって取り組んでまいります。 


